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カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

海
外
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
・

イ
ン

タ
ー
ン

シ
ッ

プ
を
組

み
込

ん
だ
教

育
プ

ロ
グ
ラ

ム
例

一
覧

 

こ
の
一
覧
は
、
あ
く
ま
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
り
確
認
を
で
き
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
概
要
で
あ
り
、
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
各
大
学
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
、
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

 

                 大
学

名
開

設
学

部
(
学

科
)
年

次
授

業
科

目
名

授
業

目
的

授
業

内
容

群
馬

大
学

医
学

部
保

健
学

科
全

学
年

国
際

・
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
研

修
国

外
及

び
国

内
お

い
て

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

体
験

す
る

。
国

外
及

び
国

内
お

い
て

、
約

2
週

間
、

地
域

病
院

施
設

な
ど

保
健

医
療

・
福

祉
分

野
に

お
け

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

参
加

す
る

。

札
幌

国
際

大
学

人
文

学
部

１
年

次
国

際
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
東

南
ア

ジ
ア

の
N
P
O
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
参

加
し

、
国

際
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

必
要

な
実

務
能

力
を

開
発

す
る

。
そ

こ
で

の
体

験
を

通
し

て
、

授
業

で
学

ん
だ

理
念

、
理

論
の

理
解

を
深

め
る

。
さ

ら
に

英
語

や
現

地
語

の
学

習
か

ら
、

異
文

化
理

解
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

重
要

性
を

認
識

す
る

。

経
済

的
に

恵
ま

れ
な

い
家

庭
環

境
に

あ
る

児
童

の
た

め
の

教
育

施
設

や
生

活
支

援
施

設
等

で
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

。
日

本
語

教
室

、
絵

画
教

室
、

食
事

の
準

備
等

日
常

生
活

の
活

動
や

体
育

館
等

の
施

設
作

り
に

参
加

。
地

域
の

高
校

等
訪

問
及

び
高

校
生

と
の

交
流

。

国
際

基
督

教
大

学
全

学
部

前
年

次
国

際
サ

ー
ビ

ス
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
教

室
で

学
ん

だ
知

識
を

社
会

実
践

に
活

用
す

る
。

国
内

、
国

外
で

活
動

を
行

っ
て

い
る

組
織

、
政

府
機

関
、

N
G
O
で

の
活

動
経

験
を

積
む

。
最

低
3
0
日

間
、

フ
ル

タ
イ

ム
で

の
実

践
期

間
を

必
要

と
す

る
。

準
備

の
た

め
の

文
献

購
読

計
画

な
ど

を
作

成
し

、
活

動
期

間
終

了
後

は
体

験
報

告
書

を
提

出
す

る
。

早
稲

田
大

学
オ

ー
プ

ン
教

育
セ

ン
タ

ー
カ

ン
ボ

ジ
ア

の
文

化
遺

産
の

保
全

と
村

づ
く

り
へ

の
国

際
協

力
実

習

ク
メ

ー
ル

美
術

史
・

建
築

史
、

ア
ン

コ
ー

ル
遺

跡
な

ど
の

保
存

修
復

史
と

現
在

の
取

り
組

み
、

カ
ン

ボ
ジ

ア
に

お
け

る
文

化
政

策
な

ど
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
で

、
文

化
遺

産
を

生
か

し
た

地
域

や
ま

ち
づ

く
り

の
プ

ロ
セ

ス
に

お
い

て
、

自
分

で
何

か
役

立
つ

こ
と

が
で

き
る

か
を

考
察

。
そ

し
て

、
実

行
に

う
つ

す
こ

と
で

自
分

自
身

の
考

え
方

の
基

礎
を

構
築

す
る

こ
と

を
ね

ら
い

と
す

る
。

4
月

と
6
月

に
1
度

ず
つ

、
早

稲
田

大
学

に
お

い
て

実
習

計
画

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

と
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
後

、
9
月

3
日

か
ら

9
月

1
6

日
の

1
4
日

間
、

プ
ノ

ン
ペ

ン
市

プ
ノ

ン
ペ

ン
国

立
博

物
館

と
ク

メ
ー

ル
美

術
の

見
学

実
習

、
コ

ン
ポ

ン
・

ト
ム

市
、

サ
ン

ボ
ー

・
プ

レ
イ

・
ク

ッ
ク

遺
跡

お
よ

び
周

辺
の

村
や

シ
ェ

ム
リ

ア
プ

市
ア

ン
コ

ー
ル

遺
跡

の
見

学
と

実
習

【
国

立
】

【
私

立
】



 
                        

持
続

可
能

な
社

会
と

市
民

の
役

割
環

境
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
な

ど
に

お
け

る
持

続
可

能
性

と
い

う
概

念
と

世
界

の
状

況
の

理
解

を
通

じ
て

、
地

球
上

の
多

様
な

生
命

が
未

来
に

わ
た

っ
て

暮
ら

し
て

い
く

た
め

に
必

要
な

こ
と

に
つ

い
て

多
角

的
に

考
え

、
国

際
的

な
視

野
に

お
い

て
体

験
的

に
そ

れ
ら

を
理

解
し

、
行

動
へ

の
ス

タ
ー

ト
ラ

イ
ン

に
立

つ
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

神
奈

川
県

丹
沢

で
の

事
前

準
備

キ
ャ

ン
プ

。
事

前
調

査
と

準
備

の
後

、
夏

に
ミ

ク
ロ

ネ
シ

ア
連

邦
ヤ

ッ
プ

州
で

2
週

間
、

新
潟

県
南

魚
沼

市
で

祝
日

を
入

れ
た

2
泊

3
日

の
実

習
を

行
う

。
そ

こ
で

の
暮

ら
し

か
ら

、
人

と
自

然
の

関
係

、
持

続
可

能
な

社
会

の
要

素
、

豊
か

さ
に

つ
い

て
、

伝
統

的
な

知
識

と
そ

れ
が

未
来

に
持

つ
意

味
、

人
や

自
然

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

観
光

で
は

な
い

異
文

化
社

会
と

の
つ

な
が

り
、

自
分

自
身

、
開

発
の

意
味

、
国

際
経

済
と

政
治

、
地

球
規

模
の

環
境

問
題

と
西

太
平

洋
の

小
島

の
関

係
、

日
本

の
暮

ら
し

と
ミ

ク
ロ

ネ
シ

ア
の

つ
な

が
り

に
つ

い
て

考
え

る
。

地
域

体
験

か
ら

学
ぶ

異
文

化
理

解
ブ

ー
タ

ン
王

国
を

訪
問

す
る

。
そ

こ
で

、
現

地
の

学
生

や
学

僧
と

の
交

流
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
加

え
、

実
際

に
生

活
や

活
動

を
共

に
す

る
こ

と
で

、
現

地
に

暮
ら

す
人

々
の

文
化

、
宗

教
、

価
値

観
、

生
活

、
環

境
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

ま
た

J
I
C
A
の

青
年

海
外

協
力

隊
や

シ
ニ

ア
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
動

現
場

を
訪

問
し

、
開

発
援

助
や

豊
か

さ
に

つ
い

て
考

え
る

。
異

文
化

体
験

を
通

じ
て

自
分

を
深

く
知

り
、

将
来

の
職

業
、

生
き

方
、

そ
し

て
夢

の
実

現
に

役
立

て
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

海
外

実
習

に
向

け
て

の
企

画
・

プ
レ

ゼ
ン

・
運

営
な

ど
受

講
生

が
教

員
・

教
員

補
佐

と
の

話
し

合
い

を
通

じ
て

講
義

を
作

り
上

げ
る

。
実

践
を

通
し

て
学

ぶ
こ

と
が

目
的

の
ひ

と
つ

で
あ

り
、

身
近

な
異

文
化

理
解

と
実

践
が

、
夢

や
目

標
を

実
現

す
る

手
段

と
な

る
こ

と
を

学
ぶ

。

東
南

ア
ジ

ア
の

開
発

問
題

と
Ｎ

Ｇ
Ｏ

の
役

割
文

化
人

類
学

の
立

場
か

ら
、

東
南

ア
ジ

ア
に

お
け

る
開

発
の

問
題

点
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

そ
こ

で
、

開
発

に
お

け
る

多
種

多
様

性
と

理
論

的
問

題
を

考
え

、
そ

れ
ら

を
克

服
す

る
試

み
と

し
て

、
メ

コ
ン

川
流

域
で

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

を
行

い
、

教
育

開
発

を
中

心
に

実
際

の
現

場
で

検
証

す
る

。
こ

の
よ

う
な

活
動

か
ら

政
府

援
助

と
N
G
O
の

違
い

に
つ

い
て

学
ぶ

。

第
1
部

：
理

論
的

課
題

に
つ

い
て

学
ぶ

：
A
）

文
化

人
類

学
の

視
点

-
伝

統
と

は
？

文
化

と
は

？
開

発
と

は
？

：
B
）

過
去

の
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

理
論

的
問

題
点

第
2
部

：
理

論
と

実
践

を
結

び
つ

け
る

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

に
つ

い
て

学
ぶ

：
A
）

応
用

人
類

学
の

様
々

な
分

野
：

B
）

応
用

人
類

学
の

実
際

の
事

例
研

究
第

3
部

：
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
：

A
）

教
室

で
学

ん
だ

こ
と

の
問

題
点

整
理

：
B
）

そ
の

解
決

策
の

案
作

成
：

C
）

案
を

実
行

に
移

す
こ

と
：

D
）

現
地

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

を
通

し
て

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク

学
習

院
女

子
大

学
国

際
文

化
交

流
学

部
（

日
本

文
化

学
科

1
年

次
～

、
国

際
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

学
科

1
年

次
～

、
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

学
科

1
年

次
～

）

国
際

文
化

交
流

実
習

Ｉ
Ｘ

Ａ
（

海
外

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

）
現

地
大

学
ス

タ
ッ

フ
等

と
の

協
力

体
制

下
、

環
境

・
文

化
・

教
育

な
ど

に
関

連
す

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

行
う

。
ま

た
、

現
地

で
の

事
前

指
導

や
語

学
研

修
も

同
時

に
行

う
。

普
段

の
授

業
と

は
異

な
る

環
境

下
で

、
様

々
な

体
験

学
習

を
す

る
こ

と
が

目
的

で
あ

る
。

名
古

屋
学

院
大

学
外

国
語

学
部

３
年

次
Ｎ

Ｐ
Ｏ

・
Ｎ

Ｇ
Ｏ

実
践

論
東

南
ア

ジ
ア

の
社

会
の

実
態

に
つ

い
て

学
び

、
そ

こ
に

生
き

る
人

々
と

の
交

流
を

深
め

る
。

そ
れ

に
よ

り
、

日
本

の
社

会
に

暮
ら

す
者

の
責

任
を

考
え

る
よ

う
に

な
る

こ
と

。

日
本

や
各

国
N
G
O
は

多
く

の
分

野
で

活
動

を
行

っ
て

い
る

。
そ

う
し

た
活

動
の

実
態

に
つ

い
て

学
ぶ

た
め

に
8
月

下
旬

に
マ

レ
ー

シ
ア

へ
の

研
修

旅
行

を
行

い
、

現
場

に
足

を
運

ぶ
。

富
山

国
際

大
学

地
域

学
部

１
～

３
年

次
海

外
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
実

習
を

通
し

て
地

域
と

世
界

の
共

生
に

つ
い

て
、

よ
り

広
い

視
野

に
立

っ
た

思
考

力
と

行
動

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

夏
季

休
暇

中
に

約
2
週

間
、

南
太

平
洋

に
あ

る
人

口
約

1
7
万

人
の

開
発

途
上

国
で

あ
る

サ
モ

ア
を

訪
問

し
、

サ
モ

ア
の

伝
統

を
重

ん
じ

相
互

理
解

を
深

め
る

。
ま

た
、

青
年

海
外

協
力

隊
の

活
動

現
場

に
足

を
運

び
意

見
交

換
し

、
さ

ら
に

、
現

地
の

生
活

向
上

に
つ

な
が

る
調

査
研

究
を

行
う

。

早
稲

田
大

学
オ

ー
プ

ン
教

育
セ

ン
タ

ー



 
                        

近
畿

大
学

文
芸

学
部

（
文

化
学

科
全

学
年

次
、

英
語

多
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

２
～

４
年

時
）

国
際

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

論
Ａ

タ
イ

の
ク

ロ
ン

ト
イ

・
ス

ラ
ム

で
4
0
年

に
わ

た
っ

て
子

ど
も

た
ち

の
教

育
支

援
を

続
け

て
い

る
ド

ゥ
ア

ン
・

プ
ラ

テ
ィ

ー
プ

財
団

の
活

動
に

焦
点

を
あ

て
、

国
際

的
な

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
歩

み
と

現
状

、
そ

し
て

こ
れ

か
ら

の
課

題
と

展
望

を
探

る
の

を
目

的
と

す
る

。
夏

休
み

に
文

芸
学

部
が

行
う

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

「
タ

イ
の

『
生

き
直

し
の

学
校

』
」

を
訪

ね
る

旅
」

と
連

動
さ

せ
て

い
る

。

神
戸

国
際

大
学

経
済

学
部

1
～

3
年

次
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
／

サ
ー

ビ
ス

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

フ
ィ

リ
ピ

ン
の

人
々

と
の

交
流

を
通

じ
て

、
フ

ィ
リ

ピ
ン

の
社

会
的

現
実

か
ら

学
ぶ

こ
と

で
、

治
安

、
人

権
、

少
数

民
族

、
環

境
、

保
健

衛
生

、
女

性
や

子
供

の
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

ト
へ

の
問

題
意

識
を

啓
発

す
る

と
と

も
に

建
学

の
精

神
を

学
び

あ
う

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

１
２

日
間

の
海

外
体

験
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

。

ノ
ー

ト
ル

ダ
ム

清
心

女
子

全
学

部
全

年
次

キ
リ

ス
ト

教
学

Ⅹ
Ⅴ

ま
ず

誰
か

の
た

め
に

何
か

を
実

際
に

や
っ

て
み

る
こ

と
で

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
は

何
か

考
え

て
い

き
、

自
己

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
観

の
構

築
を

到
達

目
標

と
す

る
。

「
マ

レ
ー

シ
ア

奉
仕

団
」

と
し

て
、

マ
レ

ー
シ

ア
・

イ
ボ

市
の

障
害

者
施

設
で

障
害

者
と

共
に

生
活

し
、

生
き

る
こ

と
の

素
晴

ら
し

さ
や

大
切

さ
を

学
び

な
が

ら
国

際
感

覚
も

養
う

。

マ
レ

ー
シ

ア
の

社
会

福
祉

施
設

で
１

５
日

間
の

実
習

（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
）

。

活
水

女
子

大
学

文
学

部
１

年
次

海
外

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

海
外

で
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
通

じ
て

、
現

地
の

文
化

に
触

れ
る

だ
け

で
な

く
、

世
界

各
国

か
ら

来
た

同
世

代
の

若
者

と
共

同
生

活
を

送
る

こ
と

で
、

様
々

な
国

の
文

化
に

対
す

る
理

解
も

育
む

。
非

英
語

圏
で

の
活

動
で

あ
っ

て
も

、
キ

ャ
ン

プ
内

で
の

共
通

言
語

は
基

本
的

に
英

語
で

あ
る

た
め

、
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
向

上
に

も
つ

な
が

る
。

国
際

教
育

交
換

教
会

に
よ

る
、

国
際

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

(
I
V
P
）

、
及

び
豪

エ
コ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

(
C
V
A
)
へ

の
参

加
。

事
前

説
明

会
、

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

帰
国

報
告

会
、

時
期

説
明

会
で

の
体

験
報

告
等

、
帰

国
レ

ポ
ー

ト
作

成
。

立
命

館
ア

ジ
ア

太
平

洋
大

学
ア

ジ
ア

太
平

洋
学

部
2
年

次
～

、
ア

ジ
ア

太
平

洋
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
学

部
2
年

次
～

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

研
究

海
外

で
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
通

じ
て

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
意

義
や

目
的

を
学

ぶ
。

そ
れ

と
同

時
に

、
国

際
的

な
視

野
を

広
げ

、
そ

の
後

の
学

習
な

ど
に

活
か

す
。

国
際

教
育

交
換

協
議

会
（

C
I
E
E
）

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
み

単
位

認
定

の
対

象
。

ガ
イ

ダ
ン

ス
等

に
も

参
加

。

事
前

・
事

後
授

業
、

実
習

、
事

前
・

事
後

提
出

書
類

（
レ

ポ
ー

ト
、

実
習

日
誌

）
の

提
出

。
事

前
授

業
で

は
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
関

す
る

意
義

や
目

的
な

ど
に

つ
い

て
考

え
、

活
動

参
加

前
に

獲
得

目
標

を
明

確
に

す
る

。
実

習
中

は
、

活
動

の
記

録
日

誌
を

つ
け

る
こ

と
を

課
す

。
事

後
授

業
で

は
、

実
際

の
体

験
を

振
り

返
り

を
さ

せ
る

事
で

、
経

験
の

振
り

返
り

と
定

着
を

図
る

。

南
山

短
期

大
学

英
語

科
1
～

2
年

次
国

際
協

力
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
B

国
際

協
力

に
お

け
る

実
務

経
験

を
生

徒
に

与
え

る
こ

と
。

主
催

団
体

で
あ

る
C
I
E
E
と

の
連

携
の

下
、

生
徒

が
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
国

を
選

ぶ
。

３
週

間
の

国
際

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
通

じ
て

、
異

文
化

に
つ

い
て

考
察

し
、

い
か

に
し

て
世

界
各

国
か

ら
の

参
加

者
と

問
題

解
決

に
向

け
て

取
り

組
む

か
を

考
え

る
。

英
語

科
1
年

次
国

際
協

力
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
C

フ
ィ

リ
ピ

ン
・

セ
ブ

島
に

お
け

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
C
e
b
u
 
V
o
l
u
n
t
e
e
r
 
F
i
e
l
d
w
o
r
k

P
r
o
g
r
a
m
m
e
 
(
P
h
i
l
i
p
p
i
n
e
s
)
）

３
週

間
、

異
文

化
と

い
う

状
況

下
に

お
け

る
現

地
大

学
生

と
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

体
験

。
ま

た
、

現
地

フ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
や

ホ
ー

ム
ス

テ
イ

を
通

じ
て

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

向
上

や
現

地
語

や
現

地
文

化
の

学
習

を
図

る
。

【
短

期
大

学
】



 
  

大
学

院
プ

ロ
グ

ラ
ム

名
大

学
院

の
種

類
対

象
学

生
内

容
U
R
L

大
阪

大
学

大
学

院
情

報
科

学
研

究
科

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

総
合

大
学

（
国

立
）

（
情

報
科

学
研

究
科

）
在

籍
学

生

・
情

報
科

学
分

野
ま

た
は

他
分

野
と

の
融

合
科

学
分

野
で

国
際

的
な

実
績

を
有

す
る

大
学

・
研

究
機

関
へ

渡
航

し
、

渡
航

先
の

研
究

開
発

グ
ル

ー
プ

と
連

携
し

、
本

研
究

科
と

相
手

先
で

あ
ら

か
じ

め
設

定
す

る
当

該
分

野
に

お
け

る
共

同
研

究
開

発
・

調
査

課
題

に
従

事
・

短
期

（
４

週
間

程
度

）
 
若

干
名

、
長

期
（

８
週

間
程

度
）

 
若

干
名

対
象

授
業

科
目

：
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
M
(
B
1
)
,
M
(
B
2
)
,
 
D
(
B
1
)
,
 
D
(
B
2
)

h
t
t
p
:
/
/
p
r
i
u
s
.
i
s
t
.
o
s
a
k
a
-

u
.
a
c
.
j
p
/
p
r
o
g
r
a
m
/
2
0
0
8
i
n
t
e

r
n
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

東
京

工
業

大
学

大
学

院

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
の

た
め

の
サ

イ
エ

ン
ス

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
－

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

－

工
学

系
単

科
大

学
（

国
立

）
大

学
院

生

・
夏

期
（

8
、

9
月

）
と

冬
期

(
1
、

2
月

)
、

各
2
～

3
週

間
程

度
　

・
国

内
外

の
政

府
機

関
・

メ
デ

ィ
ア

・
N
P
O
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

分
野

で
は

、
科

学
・

技
術

を
ど

の
よ

う
に

と
ら

え
、

伝
え

る
た

め
の

取
り

組
み

が
な

さ
れ

て
い

る
の

か
に

つ
い

て
、

本
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

お
い

て
実

体
験

す
る

こ
と

で
、

研
究

者
と

し
て

の
ス

タ
ン

ス
を

社
会

的
に

再
確

認
す

る
と

共
に

、
大

学
以

外
の

世
界

の
社

会
性

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

的

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
i
r
i
.
t
i
t
e
c
h
.
a
c

.
j
p
/
l
i
t
e
r
a
c
y
/
c
o
m
/
c
o
m
.
h
t
m

l

大
阪

女
学

院
大

学
大

学
院

2
1
世

紀
国

際
共

生
研

究
科

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

・
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
外

国
語

系
単

科
大

学
（

私
立

）
大

学
院

生

・
前

期
課

程
（

Ｍ
）

、
後

期
課

程
（

Ｄ
）

と
も

、
海

外
で

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
か

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

の
い

ず
れ

か
へ

の
参

加
が

修
得

を
論

文
提

出
の

要
件

　
　

　
・

国
際

機
関

等
に

就
業

し
た

際
に

求
め

ら
れ

る
「

適
切

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
等

の
い

わ
ゆ

る
総

合
的

な
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
」

の
向

上

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
w
i
l
m
i
n
a
.
a
c
.
j
p

/
o
j
c
/
g
r
a
d
/
c
h
a
r
a
c
t
e
r
i
s
t
i
c

吉
備

国
際

大
学

大
学

院
連

合
国

際
協

力
研

究
科

(
通

信
制

）
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
総

合
大

学
（

私
立

）
大

学
院

生
・

国
内

外
の

国
際

協
力

N
G
O
と

連
携

し
た

「
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」

を
科

目
と

し
て

選
択

可
能

h
t
t
p
:
/
/
k
i
u
i
.
j
p
/
p
c
/
t
s
u
s
h
i

n
/
k
o
k
u
s
a
i
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

恵
泉

女
学

園
大

学
大

学
院

海
外

フ
ィ

ー
ル

ド
ス

タ
デ

ィ
総

合
大

学
（

私
立

）
大

学
院

生
・

海
外

の
国

際
機

関
や

N
G
O
で

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
及

び
プ

ロ
グ

ラ
ム

参
加

を
フ

ィ
ー

ル
ド

ス
タ

デ
ィ

と
し

て
認

定
韓

国
・

聖
公

会
大

学
N
G
O
大

学
院

M
A
I
N
S
サ

マ
ー

キ
ャ

ン
プ

・
同

大
学

院
M
A
I
N
S
（

ア
ジ

ア
N
G
O
学

）
サ

マ
ー

・
キ

ャ
ン

プ
へ

の
学

生
参

加
に

よ
っ

て
ア

ジ
ア

の
N
G
O
活

動
家

と
交

流
す

る
機

会
を

提
供

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
e
i
s
e
n
.
a
c
.
j
p
/

f
a
c
u
l
t
y
/
g
r
a
d
u
a
t
e
/

政
策

研
究

大
学

院
大

学
F
A
S
I
D
/
G
R
I
P
S
修

士
課

程
国

際
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

大
学

院
生

・
修

士
課

程
修

了
要

件
の

4
0
単

位
以

上
を

取
得

し
た

学
生

は
、

1
0
月

か
ら

最
長

6
ヶ

月
間

、
海

外
に

て
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

実
施

　
・

国
際

機
関

、
内

外
の

援
助

実
施

機
関

、
研

究
機

関
な

ど
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

機
会

が
得

ら
れ

る
よ

う
に

支
援

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
f
a
s
i
d
.
o
r
.
j
p
/
d

a
i
g
a
k
u
i
n
/
f
a
_
g
r
/
c
u
r
r
i
c
u
l
u

m
.
h
t
m
l
#
3

東
洋

英
和

女
学

院
大

学
国

際
協

力
研

究
科

　
「

国
際

協
力

イ
ン

タ
ー

シ
ッ

プ
」

・
「

国
際

協
力

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

」
の

科
目

履
修

（
私

立
）

大
学

院
生

・
「

国
際

協
力

イ
ン

タ
ー

シ
ッ

プ
」

は
，

外
部

の
団

体
の

提
供

し
て

い
る

信
頼

で
き

る
実

習
用

の
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
参

加
し

，
そ

の
参

加
事

実
と

研
修

報
告

の
提

供
を

も
っ

て
単

位
と

し
て

認
定

　
・

「
国

際
協

力
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
」

は
，

自
分

の
研

究
テ

ー
マ

に
そ

っ
て

，
現

地
で

活
動

し
た

こ
と

を
他

に
認

定

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
y
o
e
i
w
a
.
a
c
.
j

p
/
d
a
i
g
a
k
u
i
n
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

日
本

福
祉

大
学

大
学

院
国

際
社

会
開

発
研

究
科

(
通

信
制

）

ス
ク

ー
リ

ン
グ

科
目

及
び

自
主

的
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
の

単
位

認
定

福
祉

系
単

科
大

学
（

私
立

）
大

学
院

生

・
「

地
域

開
発

研
究

科
目

（
ス

ク
ー

リ
ン

グ
科

目
）

」
で

は
、

世
界

4
カ

国
（

日
本

、
フ

ィ
リ

ピ
ン

、
イ

ン
ド

、
ケ

ニ
ア

）
の

基
幹

大
学

の
教

員
を

中
心

と
し

た
指

導
の

も
と

、
6
日

間
の

現
地

の
開

発
現

場
で

の
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
と

英
語

に
よ

る
講

義
を

合
宿

形
式

で
実

施
し

、
単

位
を

認
定

　
・

大
学

院
生

が
研

究
テ

ー
マ

の
た

め
に

自
主

的
に

行
っ

た
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
を

ス
ク

ー
リ

ン
グ

科
目

と
し

て
4
単

位
を

上
限

に
評

価
・

認
定

h
t
t
p
:
/
/
d
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
-

s
c
h
o
o
l
.
j
p
/
d
_
s
c
h
o
o
l
/
i
n
d
e
x

.
h
t
m
l

 



 
  文

教
大

学
大

学
院

　
国

際
協

力
学

研
究

科
調

査
研

究
活

動
へ

の
助

成
総

合
大

学
（

私
立

）
大

学
院

生
・

指
導

教
員

と
学

生
の

滞
在

費
お

よ
び

渡
航

費
を

助
成

（
上

限
2
0
万

円
）

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
u
n
k
y
o
.
a
c
.
j
p
/

f
a
c
u
l
t
y
/
g
s
-
i
n
t
e
r
/

法
政

大
学

大
学

院
　

政
治

学
研

究
科

　
国

際
政

治
学

専
攻

「
グ

ロ
ー

バ
ル

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」

「
海

外
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
プ

ロ
グ

ラ
ム

」

総
合

大
学

（
私

立
）

大
学

院
生

・
各

科
目

を
履

修
単

位
と

し
て

認
定

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
h
o
s
e
i
.
a
c
.
j
p
/
g

s
/
k
e
n
k
y
u
/
s
e
i
j
i
g
a
k
u
/
k
o
k
u
s

a
i
/

「
海

外
留

学
奨

学
金

制
度

」

・
厳

正
な

審
査

に
基

づ
い

て
、

本
専

攻
修

士
1
 
年

生
の

留
学

希
望

者
の

中
か

ら
優

秀
な

者
を

1
 
名

選
抜

し
、

最
高

3
0
0
 
万

円
の

留
学

奨
学

金
を

支
給

す
る

制
度

立
教

大
学

大
学

院
　

2
1
世

紀
社

会
デ

ザ
イ

ン
研

究
科

C
S
R
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

総
合

大
学

（
私

立
）

大
学

院
生

・
同

研
究

科
、

パ
ー

ト
ナ

ー
企

業
、

そ
し

て
N
P
O
/
N
G
O
等

非
営

利
組

織
と

い
う

産
学

民
の

3
者

が
協

同
し

て
実

施
　

・
正

規
科

目
と

し
て

実
施

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
r
i
k
k
y
o
.
a
c
.
j
p
/

r
e
s
e
a
r
c
h
/
l
a
b
o
r
a
t
o
r
y
/
C
S
R
_

i
n
t
e
r
n
s
h
i
p
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m

龍
谷

大
学

大
学

院
　

ア
ジ

ア
・

ア
フ

リ
カ

総
合

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
調

査
補

助
金

給
付

制
度

総
合

大
学

（
私

立
）

大
学

院
生

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
r
y
u
k
o
k
u
.
a
c
.
j
p

/
a
a
/
i
n
d
e
x
.
p
h
p

筑
波

大
学

大
学

院
　

人
文

社
会

科
学

研
究

科
世

界
銀

行
プ

ロ
グ

ラ
ム

総
合

大
学

（
国

立
）

大
学

院
生

・
日

本
政

府
と

世
界

銀
行

が
共

同
で

行
う

経
済

・
公

共
政

策
の

修
士

課
程

コ
ー

ス
　

・
開

発
政

策
の

企
画

・
立

案
・

履
行

の
ス

キ
ル

を
養

成
h
t
t
p
:
/
/
d
p
i
p
e
.
t
s
u
k
u
b
a
.
a
c
.

j
p
/
w
b
g
s
p
/
i
n
d
e
x
.
p
h
p

お
茶

の
水

大
学

大
学

院
人

間
文

化
創

成
科

学
研

究
科

A
I
T
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

総
合

大
学

（
国

立
）

大
学

院
生

・
ア

ジ
ア

工
科

大
学

院
大

学
（

A
s
i
a
n
 
I
n
s
t
i
t
u
t
e
 
o
f
 
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
）

と
の

大
学

間
学

術
交

流
協

定
に

よ
り

「
ジ

ェ
ン

ダ
ー

と
開

発
」

領
域

に
か

か
わ

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
実

施

h
t
t
p
:
/
/
d
e
v
g
e
n
.
i
g
s
.
o
c
h
a
.
a

c
.
j
p
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

長
崎

大
学

大
学

院
国

際
健

康
開

発
研

究
科

短
期

フ
ィ

ー
ル

ド
研

修
総

合
大

学
（

国
立

）
大

学
院

生

・
途

上
国

に
お

け
る

モ
デ

ル
的

な
健

康
改

善
対

策
あ

る
い

は
関

連
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
地

域
（

感
染

症
、

母
子

保
健

、
地

域
保

健
医

療
シ

ス
テ

ム
強

化
な

ど
）

の
視

察
を

通
し

て
洞

察
を

深
め

、
基

礎
知

識
の

実
践

的
重

要
性

に
つ

い
て

の
理

解
度

と
実

践
へ

の
意

欲
を

高
め

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

1
年

次
の

夏
季

に
開

発
途

上
国

に
お

い
て

約
１

か
月

の
フ

ィ
ー

ル
ド

研
修

を
実

施

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
m
.
n
a
g
a
s
a
k
i
-

u
.
a
c
.
j
p
/
m
p
h
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

長
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

・
本

学
海

外
拠

点
フ

ィ
ー

ル
ド

及
び

本
学

と
連

携
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

持
つ

国
際

的
健

康
科

学
研

究
所

、
Ｎ

Ｇ
Ｏ

等
に

お
い

て
こ

れ
ま

で
に

学
ん

だ
知

識
を

実
践

で
生

か
し

な
が

ら
実

務
能

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

2
年

次
に

開
発

途
上

国
に

お
い

て
約

8
ケ

月
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施
　

・
さ

ら
に

、
課

題
研

究
の

た
め

の
デ

ー
タ

収
集

を
実

施

東
京

医
科

歯
科

大
学

大
学

院
医

歯
学

総
合

研
究

科
 
環

境
社

会
医

歯
学

系
(
国

際
環

境
寄

生
虫

病
学

分
野

)

熱
帯

フ
ィ

ー
ル

ド
研

修
医

歯
学

系
単

科
大

学
（

国
立

）
大

学
院

生
・

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

、
マ

ナ
ド

市
に

あ
る

国
立

S
a
m
 
R
a
t
u
l
a
n
g
i
大

学
医

学
部

で
２

０
０

２
年

よ
り

寄
生

虫
学

教
室

を
中

心
に

日
本

人
を

対
象

と
し

た
1
週

間
の

「
熱

帯
フ

ィ
ー

ル
ド

研
修

」
を

開
講

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
m
d
.
a
c
.
j
p
/
g
r
a

d
/
s
p
h
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

日
本

大
学

大
学

院
国

際
関

係
学

研
究

科
日

本
大

学
大

学
院

海
外

派
遣

奨
学

生
制

度
総

合
大

学
（

私
立

）
大

学
院

生

・
派

遣
期

間
は

１
か

年
と

し
、

奨
学

金
年

額
１

８
０

万
円

を
出

発
時

に
給

付
・

派
遣

奨
学

生
は

、
学

修
・

研
究

の
成

果
を

報
告

書
に

ま
と

め
、

帰
国

後
２

か
月

以
内

に
研

究
科

長
を

経
て

、
大

学
に

提
出

　
・

派
遣

奨
学

生
が

海
外

の
大

学
院

で
履

修
し

た
単

位
は

、
１

０
単

位
を

超
え

な
い

範
囲

で
修

了
に

必
要

な
単

位
と

し
て

認
定

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
i
r
.
n
i
h
o
n
-

u
.
a
c
.
j
p
/
g
s
/
s
c
h
o
l
a
r
s
h
i
p
.
h

t
m
l

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


